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下
水
道
研
究
発
表
会
を
振
り
返
る

　

１
、
研
究
に
着
手
し
た
背

景
と
こ
れ
ま
で
の
研
究
内
容

　

Ｍ
Ｂ
Ｒ
の
広
範
な
普
及
に

向
け
て
運
転
時
の
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
化
が
重
要
な
課
題
で
あ

る
。
こ
れ
ま
で
最
大
の
電
力

使
用
要
因
で
あ
る
膜
洗
浄
用

曝
気
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
に

関
す
る
研
究
が
活
発
に
行
わ

れ
一
定
の
成
果
が
得
ら
れ
て

い
る
が
、
国
内
既
存
Ｍ
Ｂ
Ｒ

の
消
費
電
力
は
一
般
的
な
標

準
活
性
汚
泥
法
の
２
倍
以
上

か
か
っ
て
い
る
の
が
現
状
で

あ
る
。

　

筆
者
ら
は
反
応
槽
内
に
仕

切
板
を
挿
入
し
、
水
位
を
適

切
に
制
御
す
る
こ
と
に
よ
り

単
一
反
応
槽
内
で
好
気
領
域

と
無
酸
素
領
域
を
現
出
さ

せ
、
硝
化
・
脱
窒
反
応
を
可

能
と
す
る
仕
切
板
挿
入
型
Ｍ

Ｂ
Ｒ
（
Ｂ
―
Ｍ
Ｂ
Ｒ
）
を
提

案
す
る
。
本
Ｂ
―
Ｍ
Ｂ
Ｒ
は

循
環
式
硝
化
脱
窒
型
Ｍ
Ｂ
Ｒ

と
比
較
し
て
硝
化
液
循
環
ポ

ン
プ
が
不
要
と
な
る
他
、
反

応
タ
ン
ク
容
積
等
の
条
件
に

よ
っ
て
は
無
酸
素
槽
の
撹
拌

機
を
不
要
と
す
る
こ
と
が
可

能
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
ら
機

器
の
使
用
電
力
量
が
削
減
で

き
る
。
更
に
本
研
究
で
は
物

理
的
強
度
に
優
れ
る
四
フ
ッ

化
エ
チ
レ
ン
（
Ｐ
Ｔ
Ｆ
Ｅ
）

製
中
空
系
膜
で
長
尺
化
し
た

膜
エ
レ
メ
ン
ト
を
採
用
す
る

こ
と
に
よ
り
、
膜
洗
浄
曝
気

量
を
長
尺
化
前
と
同
等
と
し

つ
つ
処
理
水
量
を
増
大
さ
せ

て
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
を
図

り
、
消
費
電
力
が
標
準
活
性

汚
泥
法
と
同
程
度
の
０
・
２

０
ｋ
Ｗ
ｈ
／
立
方
㍍
以
下
で

運
転
可
能
な
Ｍ
Ｂ
Ｒ
技
術
を

目
指
し
て
開
発
し
て
い
る
。

　

本
開
発
で
は
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
効
果
を
検
証
す
る
た
め

に
、
有
効
長
３
㍍
の
Ｐ
Ｔ
Ｆ

Ｅ
製
中
空
糸
膜
エ
レ
メ
ン
ト

を
装
着
し
た
膜
ユ
ニ
ッ
ト
を

用
い
、
Ｂ
―
Ｍ
Ｂ
Ｒ
の
大
型

実
証
プ
ラ
ン
ト（
処
理
規
模
：

約
４
０
０
立
方
㍍
／
日
）
の

連
続
運
転
に
よ
る
実
証
を

行
っ
た
。

　

２
、
研
究
に
当
た
っ
て
特

に
留
意
し
た
こ
と

　

本
技
術
で
は
無
酸
素
領
域

の
混
合
液
を
好
気
領
域
に
導

入
す
る
た
め
仕
切
板
の
下
部

に
開
口
部
を
設
け
て
い
る

が
、
そ
の
開
口
の
大
き
さ
に

よ
っ
て
は
溶
存
酸
素
が
下
部

の
開
口
部
を
経
由
し
て
無
酸

素
領
域
に
移
動
す
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
場

合
曝
気
動
力
が
無
駄
と
な
る

恐
れ
が
あ
っ
た
。
そ
の
た

め
、
装
置
の
設
計
で
仕
切
板

の
下
部
開
口
部
の
寸
法
お
よ

び
補
助
散
気
装
置
と
の
位
置

関
係
に
つ
い
て
特
に
留
意
し

た
。

　

３
、
今
後
の
抱
負

　

今
後
の
Ｂ
―
Ｍ
Ｂ
Ｒ
の
実

用
化
お
よ
び
普
及
を
目
的
と

し
て
更
な
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
目
指
し
、
大
型
化
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
お
よ
び
実
証
結

果
を
活
用
し
て
シ
ス
テ
ム
の

最
適
化
を
図
る
。
本
技
術
が

実
用
化
す
る
こ
と
で
、
下
水

の
高
度
処
理
化
な
ら
び
に
排

水
再
生
利
用
を
通
じ
た
都
市

周
辺
水
環
境
へ
の
環
境
負
荷

低
減
を
通
じ
て
我
が
国
に
お

け
る
市
民
生
活
お
よ
び
環
境

改
善
に
貢
献
し
て
い
き
た

い
。

経
営
・
計
画
（
６
）

大
型
実
証
プ
ラ
ン
ト
に
お
け
る
仕
切
板
挿
入

型
Ｍ
Ｂ
Ｒ
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
果
の
検
証

Ｎ―１―６―３

グ
ェ
ン 

タ
ン 

フ
ォ
ン

前
澤
工
業

省
エ
ネ
化
を
目
指
し
た
Ｍ
Ｂ
Ｒ
開
発

　

１
、
背
景

　

下
水
道
施
設
の
耐
水
化
対

策
に
お
い
て
は
、
維
持
管
理

者
や
周
辺
住
民
に
対
し
て
、

浸
水
状
況
や
対
策
後
の
景
観

変
化
に
つ
い
て
の
イ
メ
ー
ジ

共
有
が
重
要
で
あ
る
。
本
発

表
は
、
終
末
処
理
場
の
耐
水

化
対
策
の
「
見
え
る
化
」
方

策
と
し
て
、
３
Ｄ
フ
ォ
ト
モ

ン
タ
ー
ジ
ュ
を
用
い
た
事
例

の
報
告
で
あ
る
。

　

２
、
耐
水
化
対
策
の
〝
見

え
る
化
〟

　

本
施
設
で
は
、「
施
設
全

体
を
止
水
壁
で
囲
む
方
法
」

が
最
も
効
果
的
な
耐
水
化
対

策
と
な
り
、
周
辺
住
民
の
理

解
が
必
要
と
考
え
ら
れ
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
住
民
説
明
で

は
、
耐
水
化
対
策
後
の
施
設

状
況
の
説
明
に
主
に
２
Ｄ
図

面
が
用
い
ら
れ
、
対
策
イ

メ
ー
ジ
の
共
有
に
難
航
す
る

場
面
が
多
々
見
ら
れ
て
い

た
。

　

そ
こ
で
、
様
々
な
「
見
え

る
化
」

作
成
方
法
の
中
で
、
こ
れ
ま

で
都
市
域
に
お
け
る
構
造
物

建
設
後
の
景
観
確
認
等
に
用

い
ら
れ
て
き
た
「
３
Ｄ
フ
ォ

ト
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
」
を
用
い

る
も
の
と
し
た
。

　

こ
の
方
法
は
現
況
写
真
を

用
い
る
た
め
、
景
観
変
化
が

分
か
り
や
す
く
、
作
成
期
間

が
短
い
上
、
比
較
的
安
価
で

あ
る
と
い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
。

　

３
、
３
Ｄ
フ
ォ
ト
モ
ン

タ
ー
ジ
ュ
の
利
点
と
効
果

　

対
策
イ
メ
ー
ジ
の
共
有
化

が
ス
ム
ー
ズ
に
図
ら
れ
る
こ

と
で
、
耐
水
化
に
よ
る
景
観

変
化
の
理
解
向
上
や
浸
水
に

対
す
る
危
機
意
識
向
上
等
の

利
点
が
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
周
辺
住
民

の
下
水
道
事
業
に
対
す
る
信

頼
度
の
向
上
、
浸
水
被
害
時

の
適
切
な
避
難
行
動
に
繋
が

る
と
い
っ
た
効
果
が
期
待
さ

れ
る
。

　

４
、
今
後
の
展
開

　

下
水
処
理
場
の
耐
水
化
対

策
は
複
雑
で
あ
る
た
め
、
３

Ｄ
フ
ォ
ト
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
活

用
に
よ
っ
て
「
見
え
る
化
」

す
る
メ
リ
ッ
ト
が
多
く
、
今

後
の
耐
水
化
対
策
推
進
に
寄

与
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思

３
Ｄ
フ
ォ
ト
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
に
よ
る

処
理
場
の
耐
水
化
対
策
の〝
見
え
る
化
〟

Ｎ―２―３―３

鞍
立 

大
喜

東
京
設
計
事
務
所

浸
水
被
害
時
の
適
切
な
避
難
行
動
に

雨
水
対
策
（
３
）

　

１
、
背
景

　

Ｍ
市
の
下
水
道
総
合
地
震

対
策
計
画
は
、「
防
災
対
策
」

と
「
減
災
対
策
」
が
主
軸

と
な
っ
て
お
り
、
防
災
対
策

は
継
続
的
に
事
業
が
進
行
し

て
い
る
。
し
か
し
、
減
災
対

策
は
、
不
明
確
な
事
項
が
多

数
存
在
す
る
た
め
、
発
災
時

に
十
分
な
効
果
が
発
揮
で
き

な
い
こ
と
が
危
惧
さ
れ
て
い

た
。

　

２
、
課
題

　

既
存
計
画
に
お
け
る
減
災

対
策
は
、
被
災
時
の
実
効
性

に
着
目
す
る
と
、
懸
念
事
項

が
多
岐
に
わ
た
る
。
課
題
と

し
て
、
①
減
災
対
策
の
実
施

は
、
策
定
に
携
わ
っ
て
い
な

い
支
援
員
の
参
加
が
想
定
さ

れ
、
人
員
の
多
く
が
対
策
の

全
貌
や
各
終
末
処
理
場
の
特

性
、
市
の
地
域
性
を
把
握
し

て
い
な
い
点
、
②
簡
易
処
理

法
に
お
け
る
、
仮
設
沈
殿
池

の
構
造
や
周
囲
へ
の
影
響
、

配
管
方
法
、
水
理
計
算
が
十

分
に
検
討
さ
れ
て
い
な
い

点
、
③
対
策
に
使
用
す
る
資

材
の
移
送
方
法
や
保
管
方
法

が
具
体
的
で
な
い
点
が
挙
げ

ら
れ
る
。

　

３
、
課
題
解
決
策

　

こ
の
た
め
、
導
水
方
法
や

配
置
の
詳
細
検
討
、
暗
黙
知

を
形
式
化
す
る
た
め
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
等
を
行

い
、
具
体
的
な
対
策
手
法
や

備
蓄
資
材
を
明
確
化
し
、
発

災
時
に
お
け
る
減
災
対
策
の

実
効
性
を
高
め
る
た
め
の
減

災
対
策
基
本
設
計
を
策
定
し

た
。

　

①
支
援
員
へ
の
対
応
に
つ

い
て
は
、
使
用
す
る
資
材
や

対
策
の
実
施
手
順
を
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
形
式
で
ま
と
め
る

こ
と
に
よ
り
、
作
業
漏
れ
や

混
乱
の
発
生
を
防
止
し
た
。

　

ま
た
、
実
際
に
作
業
が
生

じ
る
箇
所
を
写
真
や
模
式
図

と
し
て
示
し
、
誤
認
の
防
止

策
を
講
じ
た
。

　

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
資
料

を
抜
粋
し
て
ま
と
め
、
対
策

の
対
象
と
な
る
終
末
処
理
場

の
み
な
ら
ず
、
全
資
料
を
各

施
設
に
配
備
す
る
こ
と
に
よ

り
、
リ
ス
ク
分
散
や
対
策
の

融
通
性
向
上
を
図
っ
た
。

　

②
簡
易
処
理
法
に
つ
い
て

は
、
計
画
時
に
方
針
と
し
て

い
た
堀
込
式
を
基
準
と
し
、

法
面
や
汚
泥
ピ
ッ
ト
、
配
管

材
の
埋
込
箇
所
等
の
設
計
を

行
っ
た
。
ま
た
、
仮
設
配
管

材
の
粗
度
係
数
や
配
管
ル
ー

ト
の
各
損
失
を
用
い
た
水
理

計
算
を
行
い
、
導
水
計
画
を

策
定
し
た
。

　

③
資
材
の
移
送
と
補
完
に

つ
い
て
は
、
優
先
的
復
旧
が

見
込
ま
れ
る
県
指
定
の
緊
急

輸
送
路
を
利
用
し
た
経
路
を

明
確
に
し
、
分
か
り
易
い

ル
ー
ト
を
図
示
し
た
。
ま

た
、
備
蓄
資
材
に
つ
い
て
、

メ
ー
カ
や
リ
ー
ス
業
者
へ
ヒ

ア
リ
ン
グ
調
査
を
行
い
、
資

材
の
積
み
方
や
推
奨
す
る
保

管
方
法
を
模
式
的
に
示
し

た
。

　

４
、
今
後
の
抱
負

　

こ
れ
ら
の
検
討
と
市
担
当

職
員
と
の
綿
密
な
協
議
に
よ

り
、
実
効
性
の
高
い
計
画
を

策
定
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

十
分
な「
減
災
対
策
」は
、「
防

災
対
策
」
と
共
に
非
常
に
重

要
で
あ
る
。
近
年
激
甚
化
す

る
豪
雨
に
対
す
る
耐
水
化
計

画
や
改
築
更
新
計
画
と
連
携

し
た
見
直
し
を
行
い
、
最
適

な
計
画
に
更
新
す
る
と
い
っ

た
長
期
的
対
応
が
重
要
で
あ

る
。
本
事
例
が
減
災
対
策
基

本
設
計
を
行
う
際
の
参
考
と

な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
発
生

に
備
え
た
減
災
対
策
基
本
設
計

Ｓ―３、 ４―５

中
嶋 

祥
太

東
京
設
計
事
務
所

最
適
な
計
画
へ
随
時
見
直
し
が
重
要

震
災
対
策
、Ｂ
Ｃ
Ｐ
・
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
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